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（　）内の数字は前月との比較です。

（　）内の数字は1月からの
累計とその前年との比較です。
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ツイッターツイッター 広報すずか
スマホ版

件　数/8件、うち建物4件（10件、1件減） 出動数/804件（1,908件、301件増）

人口/196,193人（98人減） 男性/98,022人（27人減） 女性/98,171人（71人減） 世帯数/88,343世帯（8世帯増）

事故数/437件、うち人身事故26件（932件、93件増） 死者数/0人（0人、2人減） 傷者数/27人（58人、13人増） 事故数などは暫定数です。

鈴鹿市からの
お知らせ（5分間）

7時50分
16時30分

月・水・金曜日
8時03分
17時30分

火・木曜日
7時54分
13時54分

土・日曜日

※パソコンからも聞けます。詳しくはSuzuka Voice FMのホームページで

78.3MHzラジオ広報すずか

　鈴峰地区は、山や渓谷などの自然が
溢れる一方、工業団地や高速道路ICな
どの産業基盤も充実した、さまざまな魅
力をもった地域です。しかし、人口減少や
少子高齢化が進み、コミュニティ機能が
低下するなどの課題を抱えています。課
題解決のために、地域の資源を活用し
「連帯感のある安全・安心で豊かな住み
よいまち」を目指して活動しています。

協議会活動

鈴峰地区
地域づくり協議会

地域づくり
Navi

地域のホットな情報をお届け
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報
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報

Vol.15

地域資源である農業を盛り上げる
ため、空き農地を活用した「野菜づくり
教室」を開催し、一から育て方を教えて
います。子どもからお年寄りまで、土ま
みれになりながら、一緒に野菜を育てる
ことで、コミュニティの輪を広げ、地域の
交流も深めています。

　　鈴峰地区内の地域によっては、
老人クラブや婦人会がなくなる中、
協議会として「サロン」を実施してい
ます。「つながりづくりは地域づくり」
をコンセプトに、体を動かしたり、音楽
を聴いたりと、高齢者の方が「楽し
い」と思える活動を実施することで、
元気なまちづくりにつなげています。

　鈴鹿市を代表する偉
人の一人で、江戸時代に
異国見聞者として活躍し
た大黒屋光太夫を紹介し
ています。

▲野菜の種を植える皆さん

▲ボッチャを楽しむ皆さん

鈴峰地区
人口：3,338人※
鈴峰地区
人口：3,338人※

※令和4年9月末日現在

●●

Pick up!
はじめての
　野菜づくり教室

高齢者交流の場  サロン
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この冊子は資源ごみの「新聞」に
分別してください。

#24 大黒屋光太夫

鈴峰地区
地域づくり協議会

会長伊藤 德人さん
い とう のりひと

さまざまな媒体で情報を発信しています

※令和5年3月31日をもってメルモニによる情報の配信を終了しますので、現在メルモ二に登録されている方は
　QRコードから鈴鹿市公式LINEの「友だち追加」をお願いします。


